
地域資源の稲ＷＣＳを
有効活用する体制づくり

ファームサポートかとり株式会社

代表取締役 長嶋 透
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千葉県香取市

東京から70km圏・成田
空港から15km圏に位置

面積：約26,000ha

うち7,700haが水田

3,430haが畑

人口：約83,000人

温暖な気候と肥沃な農地
に恵まれ、首都圏の食糧
生産地の役割を担ってい
る。
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平成20年当時の組織図
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香取市耕畜連携
農業推進協議会
・利用～
・価格・引渡し調整

・栽培・利用技術研修
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香取市稲ＷＣＳ生産取組み
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品種の選定 「たちすずか」
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水田への堆肥散布の拡大
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牛乳生産
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稲WCS

100ha

現在の耕作面積

デントコーン・
ソルゴー

25ha 10



令和2年8月3日
二期作不耕起播種
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令和2年8月20日
たちあやか収穫
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令和2年9月22日
リーフスター収穫
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ファームサポートかとり

平成25年に酪農家5人で設立
→現在の使用酪農家は11戸

主原料は地元産の稲WCSと
デントコーンサイレージ
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コンビラップで発酵TMRに

ファームサポートかとり
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粗飼料分析

たちあやか

SMR

たちあやか

SMR

たちすずか

SMR

たちすずか

SMR

リーフスター
コンバイン

pH 3.85 4.02 3.89 3.73 3.95

水分
（％）

68.99 71.28 65.4 69.43 61.12

粗蛋白質
（％）

8.73 7.45 4.81 6.68 5.94

TDN
（％）

63.76 52.55 64.13 53.73 50.98

NDF
（％）

45.44 54.7 48.04 51.52 51.39

NFC
（％）

32.24 18.69 29.31 25.16 26.37

V-SCORE
（点）

94.19 96.8 93.09 100 97.86
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若刈りと刈り遅れを
混合し、発酵TMRの
均質化を目指す！

粗飼料分析
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稲WCS、デントコーンサイレージの使用表
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構成員のTMRメニュー
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牛乳生産
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ご清聴ありがとう
ございました
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